
全県に「医療警報」を発出します 

 

令和３年８月６日  

新型コロナウイルス感染症長野県対策本部  

 

１ 医療提供体制の状況等 

全国的にデルタ株が猛威を振るっています。 

県民の皆様の感染防止対策やワクチン接種へのご協力により、本県の感染状況は他の多く

の都道府県に比べ抑制されている状況ですが、新規陽性者数はこれまでにないスピードで増

加しており、直近１週間（７月 30日～８月５日）の新規陽性者数は 345人と、すでに第４波

のピーク（４月 10日～16日、315人）を超え、確保病床に対する入院者の割合は 26.3％（８

月５日現在）となっています。 

本県は、コロナ陽性者の入院に困難をきたす状況ではありませんが、デルタ株の感染力の

強さ、首都圏等における爆発的な感染拡大などを考慮すると、今後、本県においても感染の急

拡大に伴う入院患者の急増により、医療提供体制が瞬く間にひっ迫する状況となる可能性も

否定できません。 

コロナや他の疾患を有する方、怪我の方も含め、救える命が救えなくなる事態を未然に防

ぐため、全県に「医療警報」を発出します。 

県としては、医療機関等と連携し、医療提供体制の維持に全力を尽くします。県民の皆様に

は、自らの健康と本県の医療を守るため、感染防止のための最善の行動をとっていただくよ

うお願いします。 

 

２ 目標 

「医療警報」発出にあたり、以下を目標とします。 

〇 「医療非常事態宣言」の発出を回避する 

〇 誰もが円滑に入院・治療を受けることができる医療体制を維持する 
 

⇒ 確保病床利用率を 50％以内に抑える。 

 

３ 目標を実現するための対策 

目標を実現するため、県として以下の対策に取り組みます。県内にお住まいの方、訪問され

る方、市町村、事業者等の皆様は、県の対策にご協力ください。 

 

 

（１）体調不良時の早期受診の呼びかけ徹底 

（２）感染拡大防止のための集団感染対策 

（３）陽性者の早期捕捉のための検査、調査の実施 

（４）療養体制の充実 

（５）ワクチン接種の推進 

（６）県民・事業者等の皆様に対する呼びかけの徹底 



 

（１）体調不良時の早期受診の呼びかけ徹底 

体調に異変を感じた場合（発熱やせき、のどの違和感や鼻水、だるさ、味覚・嗅覚の異常

など）は、外出せず、速やかに医療機関に相談するよう、県民の皆様へ呼びかけます。 

 

（２）感染拡大防止のための集団感染対策 

クラスター感染を防止するため、集団発生した施設に対し速やかにクラスター対策チー

ムを派遣します。 

また、医療機関や福祉施設における集団感染発生時に、職員の派遣等適切な応援が実施

されるよう支援するとともに、福祉施設や学校等に抗原検査キットを配布し、積極的な活

用を呼びかけます。 

 

（３）陽性者の早期捕捉のための検査、調査の実施 

積極的疫学調査を徹底し、「長野県新型コロナウイルス感染症ＰＣＲ検査等実施方針」に

基づいた接触者等への幅広い検査を実施します。併せて、保健師等の増員や地域振興局等

の応援による保健所体制の強化を行い、迅速丁寧な調査を実施します。 

また、感染拡大地域との往来がある無症状者に対する検査を実施します。 

 

（４）療養体制の充実 

陽性者に対する振分診察を実施し、県独自の振分基準を適正に運用することで、重症化

リスクが高い方の確実な入院を図ります。 

感染状況を見極め、確保病床（490床）や宿泊療養施設（523室）を適切に運用し、必要

な医療が提供できるような体制を維持します。緊急時には病床の確保を要請します。 

また、県内の医療機関において、症例検討等を通じて適切な治療のための知見を共有し

ます。 

さらに、健康観察センターにおける自宅療養者への健康観察を実施し、保健所の負担を

軽減するとともに自宅療養者をサポートします。 

 

（５）ワクチン接種の推進 

市町村接種を県として補完・支援するとともに、県接種会場において、感染リスクが比較

的高い職種の方への接種を進めます。 

また、職域接種の実施を支援し、その推進を図ります。 

 

（６）県民・事業者の皆様に対する呼びかけの徹底 

 現在、呼びかけを行っている「この夏を過ごすにあたってのお願い（７月 30 日改定）」、

「『ふるさと信州への帰省』をお考えのあなたへ（８月６日改定）」（別添参照）を徹底して

いただくよう、県民・事業者等の皆様に改めて呼びかけます。 

 



この夏を過ごすにあたってのお願い（７月30日改定）
～第５波を防ぎ、安心で元気な長野県を取り戻しましょう～

現在、東京都を中心とする首都圏だけではなく、関西圏をはじめ全国の多くの
地域で新型コロナウイルス感染症の新規陽性者数が増加傾向となっており、感染
力が強いと言われるデルタ株の置き換わりも進む中で、これまで経験したことの
ない感染拡大となっています。

県内においても、感染経路が県外と推定される事例のほか同居家族や知人の間
での感染や感染経路不明の事例が多く確認されており、新規陽性者数は急増して
います。

新たな人流の増加が見込まれる夏休み・お盆を迎えるなかで、この時期の過ご
し方は、第５波の拡大を防ぎ、安心で元気な長野県を取り戻すために極めて重要
です。

このため、７月22日から８月22日までを「感染対策強化期間」とします。

県民及び事業者の皆様には、この期間中、特に次の点についてのご協力をお願
いいたします。 令和３年７月30日

長野県知事 阿部 守一

○ 信州への帰省及び県外への訪問については、この期間中はできるだけ控えて
ください。

ウイルス（デルタ株等）を県内に持ち込まないために

安心で元気な長野県を取り戻すために（ワクチン接種について）

○ ワクチンの効果と副反応を知った上で、ワクチン接種をご検討ください。

○ 多くの人がワクチン接種を完了するまでには時間がかかることから、接種が
お済みの方も含め、引き続き、感染対策の徹底をお願いします。

○ 基本的な感染防止対策を改めて徹底してください。

○ 人との接触機会をできるだけ少なくしてください。

○ 体調に異変を感じた場合（発熱やせき、のどの違和感や鼻水、だるさ、味
覚・嗅覚の異常など）は、外出せず、速やかに医療機関に相談してください。

○ 普段会わない方との会食は控えてください。特に、同居のご家族以外で行う
飲酒を伴う５人以上の会食については、感染対策の徹底が困難な場合には実施
を控えてください。

○ 会議やイベントについては、小規模化・分散化・リモート化・短時間化を
徹底してください。

県内で感染を広げないために

○ 県外への訪問が必要な方や、様々な理由によりワクチン接種を受けることが
できない方もいます。差別や誹謗中傷は行わず、県民お一人おひとりが「思い
やり」の心を持ち「支え合い」の輪を広げましょう。

「思いやり」と「支え合い」で新型コロナを乗り越えましょう

※改定箇所下線

別添



「ふるさと信州への帰省」をお考えのあなたへ（８月６日改定）

○ 信州への帰省はできるだけ控えてください。

○ 帰省される場合は、人の動きが特に集中するお盆の期間

をできるだけ避け、帰省前２週間は大人数での会食等感染

リスクが高い行動を控えてください。

○ 体調に異変を感じた場合（帰省する10日前から当日まで

に、発熱やせき、のどの違和感や鼻水、だるさ、味覚・嗅

覚の異常などを自覚した場合）は、帰省を控えてください。

○ 帰省される場合には、帰省前３日以内にPCR検査を受け

ることを推奨します。なお、検査の結果はあくまでもその

時点のものであるため、陰性であった場合でも行動は慎重

にしてください。

○ 帰県してから少なくとも１週間は、感染リスクが高い行

動を控えてください。

多くの皆さんがふるさと信州への帰省を楽しみにされていると思います。

しかし、現在、全国的にデルタ株が猛威を振るっており、過去に例のない爆

発的な感染拡大の状況となっています。

本県においても、新規陽性者の急増を受け、入院患者が増加しており、県下

には「医療警報」を発出しています。

大切なご家族やご友人の命と健康を守るため、帰省をお考えの皆様に次の点

についてお願い申し上げます。

令和３年８月６日
長野県知事 阿部 守一


